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【緒　言】 トモセラピーは照射野 を限局 して重要

臓器の障害を最小限に抑えるための手法 を用いた

強度変調放射線治療(IMRT)専 用器である。口

腔癌は扁平上皮癌が多いため放射線治療が奏効 し

やすく トモセ ラピーの良い適応 と考 える。2011

年2月 の当院導入時から現在までの当科における

実際の照射例について報告する。

【照射例】照射総数は4例(舌1例,歯 肉3例)で,

診断名は全例扁平上皮癌であった。内訳は術前お

よび術後照射が1例,術 後照射が1例,術 後再発

に対する照射が2例 であった。全例化学療法を併

用し,通 常分割照射にて行った。

【結　果】全例で部分寛解(PR)の 結果が得 られた。

放射線照射による有害事象としては,口 腔粘膜炎,

皮膚炎,難 聴,食 欲不振,嚥 下困難がみ られた。

全例で治療計画通 り照射 を行うことができた。

【考　察】 トモセラピーはIMRT専 用器で,従 来

の放射線治療器に比較 して,有 害事象の出現頻度

が低いといわれている。当科での治療経験か らも

有害事象の出現頻度 も低 く,さ らに出現 しても重

症度が低 く患者に対 しても優れた治療器 と考えら

れた。今回は静注および内服による化学療法を併

用で良好な結果が得 られたが,選 択的 ・超選択的

動注化学療法 を併用することによりさらなる治癒

率の向上が示唆された。

【結　語】今回われわれは口腔癌に対 して トモセ

ラピーによる治療を経験 し,良 好な結果が得 られ

たので報告 した。


